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ALOS PALSARを用いた時系列解析のダム外部変形計測への適用
APPLICATION OF DINSAR TIME SERIES ANALYSIS USING ALOS PALSAR TO
EXTERIOR DEFORMATION MONITORING OF DAMS
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近年、ダム等大規模構造物の老朽化と安全管理が大きな課題となっている。日本国内にあるダムのうち 2020年には
58%が建造から 50年を超えるなどダムの老朽化も進んでおり、安全管理のための効率的な変位計測技術が求められてい
る。また、地震などの災害時に構造物の被災状況を早期に把握するため、安全で迅速な変位計測技術が必要とされてい
る。Differential Interferometric SAR (DInSAR)は広域の複数の構造物を一度に観測できることから、大規模構造物の安全
管理に非常に有益である。
　そこで本研究では、沖縄県の大保脇ダムを対象として DInSARのダムの外部変形計測への適用性を検討した。大保

脇ダムは 2006年 12月の完成と同時に GPSで外部変形計測を行っており、2010年 12月までに 114mmの変形が観測さ
れている。そこで、同時期に観測している ALOS PALSARの Ascending14シーンと Descending14シーンを用い、各軌道
で DInSARの時系列解析を行った。
　GPSにより計測された変位と比較した結果、最も変形の大きな点において、DInSARの変位はGPSの変位の 70%か

ら 80%の値が得られた。RMSEは約 1cmであり、解像度 10mの ALOS PALSARデータでも、数センチ程度の変位なら
ば DInSARで計測できることが確認できた。また、時系列での変位の傾向もよく捉えており、DInSARによるダムなど
の大規模構造物の外部変形計測への利用可能性が示唆される。
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